
お客様へのお願い 作成）アンテナハウス（株）2023年5月10日
１ タイムスタンプサービスの提携先のセイコーソリューションズ様のセキュリティ対策※でご利用いただいている

ScnaSave/e-Successの設定の変更をお願いしなくてはなりません。
※詳細は、別紙「4EVI_DM_23001-02」

件 名：セイコータイムスタンプサービス（chsm-timestamp.seiko-cybertime.jp）セキュリティ対策（TLS1.2対応）に関するお知らせ
をご覧ください。

２ 設定変更箇所は、「タイムスタンプ局（ＵＲＬ）」のみで、変更内容は、
https://chsm-timestamp.seiko-cybertime.jp/basic/Timestamp?type=AccreditedA2
の現状の接続先URLを元に、太字部分をご変更ください。

chsm-timestamp ➡ pades01
※ScnaSave/e-Successのご利用のタイプ別に処理設定画面資料を用意しますので、参考にしてください。

３ 変更期間は、2023年5月22日（月）から同年11月11日（土）までとなります。

４ 上記期間中に設定変更しない場合は、同年11月12日以降のタイムスタンプ付与が出来なくなります。※１※２
※１ 別紙「セイコータイムスタンプサービスTLS1.2対応 移行スケジュール」のp3p4参照
※２ 補足説明p4の「DNS による強制的な接続切替の時点で、お客様環境から新サーバへのTLS1.2 での 接続ができない場合
( TLS1.0 、 TLS1.1 で接続された場合等）セイコータイムスタンプサービスへの接続がエラーとなり、ご使用いただけない状況となります。」
※３ アンテナハウスでの事前検証結果は、以下の通りです。
e-Success/ScanSave の セイコータイムスタンプサービス TLS1.2限定検証URLへの接続確認結果

Windows11/Windows10 （ともに Version22h2）並びにWindows8.1 ※Pro x64/x86、Server 2022、Server 2012 R2 について、
以下のバージョンにて確認し、全てエラーを生じることなくタイムスタンプを付与できることを確認しました。

・ScanSave Ver.3.1.1
・ScanSave Ver.4.0.0

・ScanSave Ver.4.1.1
・e-Success Ver.5.1.1
・e-Success Ver.5.1.4
・e-Success Ver.6.0.0

５ 本件に係るお問い合わせ先は、 edocument@antenna.co.jp となります。

※Windows8.1に関してはマイクロソフト社のサポートが2023/01/10
で切れています。（弊社動作環境外となります。）ご注意ください。
https://learn.microsoft.com/ja-jp/lifecycle/products/windows-81

mailto:edocument@antenna.co.jp


ScnaSave/e-Successのご利用のタイプ別に処理設定画面資料

ScanSave-V3の場合

設定変更箇所は、「タイムスタンプ局（ＵＲＬ）」のみで、変更内容は、
https://chsm-timestamp.seiko-cybertime.jp/basic/Timestamp?type=AccreditedA2
の現状の接続先URLを元に、太字部分をご変更ください。

chsm-timestamp ➡ pades01

タイムスタンプ設定テストボタンを押下します。
下記の左の画面でＯＫを押して、右の画面で確認ができました。

もし、確認できない場合は、ご連絡ください。



ScnaSave/e-Successのご利用のタイプ別に処理設定画面資料

ScanSave-V４の場合

設定変更箇所は、「タイムスタンプ局（ＵＲＬ）」のみで、変更内容は、
https://chsm-timestamp.seiko-cybertime.jp/basic/Timestamp?type=AccreditedA2
の現状の接続先URLを元に、太字部分をご変更ください。

chsm-timestamp ➡ pades01

タイムスタンプ設定テストボタンを押下します。
下記の左の画面でＯＫを押して、右の画面で確認ができました。

もし、確認できない場合は、ご連絡ください。



ScnaSave/e-Successのご利用のタイプ別に処理設定画面資料

e-Success-V５の場合

設定変更箇所は、「タイムスタンプ局（ＵＲＬ）」のみで、変更内容は、
https://chsm-timestamp.seiko-cybertime.jp/basic/Timestamp?type=AccreditedA2
の現状の接続先URLを元に、太字部分をご変更ください。

chsm-timestamp ➡ pades01

タイムスタンプ設定テストボタンを押下します。
下記の左の画面でＯＫを押して、右の画面で確認ができました。

もし、確認できない場合は、ご連絡ください。
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